
現代生活基礎科目 

■インターネットと法 

インターネットを活用する上で、名誉毀損やさまざまな違反行為を防止するとともに、

サイト社会の法律上のマナーを学習する。 

■食物基礎科学 

高校の科学系の授業や実習等で学んだことを振り返り、「管理栄養士」になるために

必要な自身の課題を自覚し、不足している知識・技能を補うことによって、大学での学

習を円滑にスタートできる力を身につける。具体的には、管理栄養士になるために求

められる①化学、②生物、③栄養、④献立作成の基礎的知識を修得することを目標

とする。 

■プレゼンテーション 

本授業では、パソコンソフトのパワーポイントで作った一対多数形式のプレゼンと、授

業中に創作した寸劇を少数対多数形式のプレゼンを実施することで、効果的にプレ

ゼンを成功させるためのノウハウを学習する。 

■ 生活史 

空間論、時間論、社会福祉論、情報論、精神世界論など多様な関心と発展を見せる

生活史を新しい生活概念に基づいて概観する。 

■ 食文化論 

諸外国の食習慣の多様性や、食品の選択、食事作法など、その国民あるいは民族

の食形態が、その国の文化の形成と大きな関係を持っていることを学ぶ。 

■フードコーディネート 

メニュープランニング、テーブルウェアの知識と演出法、食事作法の比較文化、サー

ビスマナー、トータルプランや食情報について学ぶ。 

■ 食料経済 

食料生産の基盤である農業の発生から発展の経過と、地域分化の過程や食料生産

のメカニズムを、経営とマーケティングにより学習する。 

 

  



専門基礎分野 

社会・環境と健康 

■公衆衛生学Ⅰ 

疾病の疫学的パターンを解説し、感染症と生活習慣病対策へのライフスタイルの矯

正と実践指導、早期診断等について学ぶ。 

■公衆衛生学Ⅱ 

母子の健康増進による社会福祉対策など、公衆衛生活動にみる総合的な保健対策

について必要な基礎的知識を修得する。 

■公衆衛生学Ⅲ 

地球の温暖化、人口増加と地球の砂漠化など、生態系の破壊・環境問題についてデ

ィスカッションを交えて正しい認識労働衛生を導き出す。 

■ 健康管理論 

健康の概念・定義、生活環境の違いに応じた健康の維持管理方法など健康の維持・

管理と増進の手法及びカウンセリングの重要性を学ぶ。 

■ 社会福祉概論 

現代社会福祉の主要な方法である、ケースワーク、グループワークなども含め、社会

福祉における実践行為体系の全体的な把握をめざす。 

 

人体の構造と機能、疾病の成り立ち 

■ 解剖生理学Ⅰ 

人体の諸器官の機能の基礎知識を学習し、特に栄養の吸収と体内における運搬及

び代謝産物の排出に関して重点的に学ぶ。 

■ 解剖生理学Ⅱ 

生殖細胞の形成、循環器系、消化器系、内分泌系、感覚器系の成り立ちについて遺

伝子発現も関連させて理解を深める。 

■ 解剖生理学実験Ⅰ 

諸器官の部位をはじめ、体の調節に関連する体温調節系や神経系等の関連につい

ての実験を行い、生体の機能について学ぶ。 

■ 解剖生理学実験Ⅱ 

骨格筋と心筋の機能的違い、消化管ホルモンの働き、交感神経及び副交感神経の

働き、感覚においては味覚についての実験を行う。 

■ 運動生理学 

運動不足の健康への悪影響、運動とエネルギー代謝の関連性等、運動と健康の係り

合いについて理解することを目標とする。 

■ 生化学Ⅰ 

栄養素の代謝とそれらに係る健康の保持・増進・病気の発生に重点をおき、摂取栄



養素のバランスの重要性を理解する。 

■ 生化学Ⅱ 

生体と栄養の関わりを更に深く理解する為に栄養素の消化、栄養素の構造と機能、

代謝を制御するホルモン等について学ぶ。 

■ 生化学実験 

各種ビタミンのいろいろな食品からの抽出・定量・粗酵素の分離精製、核酸

（DNA,RNA）の抽出なども実験により経験する。 

■ 病理学 

免疫疾患及び代謝性疾患を中心に、病気の原因、病気の種類と形態、細胞・組織の

生涯、成長と異常、腫瘍、循環障害についても学習する。 

■ 微生物学 

微生物の形態・分類や増殖条件、微生物の増殖制御法、さらに感染から発症にいた

る過程における生体側の防御機構についても学習する。 

 

食べ物と健康 

■ 食品学総論Ⅰ 

食品の種類と分類方法、食品成分の分析方法と食品成分表の利用上の留意点、官

能検査、食品の特殊機能と機能性食品などについて学ぶ。 

■ 食品学総論Ⅱ 

食品の加熱による変化、酸化の機構と防止策、変異原性物質の生成などを学び、食

品成分と生活習慣病発症との因果関係についても学ぶ。 

■ 食品学総論実験 

食品中の栄養素や食物繊維の分析、食品成分が調理や加工によってどのように変

化するかを定量的に実験し、個々の食品の特徴などを理解する。 

■ 食品学各論 

食品を材料起源に基づいて分類し、生産から貯蔵の各方面より解説することによっ

て、食品に関する体系的知識を修得する。 

■ 食品学各論実験Ⅰ 

食品中に含まれる糖質、脂質、タンパク質、色素などの成分の分離や食品の貯蔵、

加工、調理に伴って生じる食品成分の変化に関する実験をする。 

■ 食品学各論実験Ⅱ 

植物性食品、動物性食品、油脂食品、発酵食品、甘味料、嗜好飲料などの基本的性

質を理解し、加工と貯蔵への応用を実験によって修得する。 

■ 食品加工学Ⅰ 

食品の加工、貯蔵に関する食品成分や変化、貯蔵原理と各種貯蔵法等について基

礎を学び、各特性を高める食品の加工や調理方法を理解する。 



■ 食品加工学Ⅱ 

食品の加工技術及び方法と加工に伴う食品の変化と栄養価の変化、加工食品の特

性について理解し、各種食品添加物の特性などについても学ぶ。 

■食品加工学実習 

麺類、ジャム、ソーセージ、こんにゃく、豆腐などの製造を行い、糖分、塩分それらの

混合物を用いた官能検査も行う。 

■ 食品品質管理論 

食材の種類に対するより適正な品質管理の手法について学習し、食品の安全性の

重要性を認識し、あわせて衛生管理の方法を修得する。 

■ 食品分析学 

食品成分表に掲載されている各種の栄養成分の分析方法について講義し、基礎的

知識と実験に基づいた一般食品の分析方法を理解する。 

■ 調理学Ⅰ 

食事計画に基づいた献立作成とそれに伴う食品材料の選択、調理操作、厨房設備、

調理器具、行事食や食習慣などについても解説する。 

■ 調理学Ⅱ 

食品の栄養成分の変化、食品の物性の変化や衛生管理に基づく調理手法などを考

慮し、食生活をより豊かなものにするための調理のあり方について学ぶ。 

■ 調理学実習Ⅰ 

日本料理、中国料理、西洋料理の基本的調理技術を修得する過程で、食品の調理

性、食物の嗜好性、調理操作、献立作成について学ぶ。 

■ 調理学実習Ⅱ 

衛生管理の方法に基づく安全な調理技術を身に付け、伝統、習慣にちなんだ献立作

成、行事食、伝承料理などが作れるように指導する。 

■ 調理学実習Ⅲ 

調理器具の使い方、調理法、献立作成、多様化した食品素材の選択などに配慮し、

安全性と嗜好性を満足させる調理方法を探究する。 

■ 食品衛生学Ⅰ 

食品衛生関連法案の理解と食品衛生対策の立案・実施に必要な基本的知識の修得

をめざし、食中毒に関連した病原菌に関する知識なども学ぶ。 

■ 食品衛生学Ⅱ 

食品などに混入の危険性がある環境ホルモンの種類などをはじめ、食生活における

食品の安全性や健全性を確保するために必要な知識を学ぶ。 

■食品衛生学実験 

衛生試験法に基づく微生物の分離、各種食品添加物の検出、遺伝子組換食品の分

析等を行い、原因因子を見つけ出す検査・考察能力の向上をめざす。 



専門分野 

基礎栄養学 

■ 基礎栄養学 

人間にとって栄養とは何か、五大栄養素の概念、健康の保持増進、疾病の予防と治

療における栄養の役割等を学ぶ。 

■ 基礎栄養学実験 

糖質、タンパク質、食物繊維の特徴、性質を理解するために各栄養素や食物繊維を

用いてそれらの物理的・化学的性質を実験によって調べていく。 

 

応用栄養学 

■運動栄養学 

生体内に起こる化学的変化を理解するために栄養所要量及び運動とエネルギー代

謝との関係、有酸素運動と無酸素運動の違いなどについて学ぶ。 

■ 応用栄養学 

妊娠や発育、ストレス・特殊環境下における人体の構造や機能の変化に伴う栄養状

態の特徴を理解し、栄養状態の評価・判定の基本的な考え方を学ぶ。 

■栄養アセスメント 

身体計測、生化学検査、臨床診査、食事摂取調査、環境要因などから、総合的に栄

養状態を評価・判定する理論と方法についての知識を修得する。 

■ 応用栄養学実習 

栄養アセスメントに必要な栄養状態判定の指標としての身体計測、生化学検査、臨

床診査、食事摂取調査などを理解し、それを評価する技術について学ぶ。 

 

栄養教育論 

■ 栄養教育論Ⅰ 

個々人の健康・栄養状態、食行動、食環境などの評価・判定に基づいた栄養教育プ

ログラムの作成・実施・評価を総合的にマネジメントする能力を養う。 

■ 栄養教育論Ⅱ 

ライフスタイル、ライフサイクルのそれぞれに応じた栄養教育プログラムの作成・実

施・評価を総合的にマネジメントできるようにする。 

■ 栄養教育管理 

健康・栄養教育に関する理論と方法、行動科学やカウンセリングの理論と技術等を活

用し、適正な栄養教育を行う能力を養う。 

■ 栄養教育論実習Ⅰ 

健康・栄養状態、食行動、食環境などの評価・判定に基づく栄養教育プログラムの作

成・実施・評価を総合的にマネジメントする基礎的実践技術を修得する。 



■ 栄養教育論実習Ⅱ 

Ⅰで学んだ基礎的実践技術を応用し、ライフスタイル、ライフサイクルにおける行動科

学やカウンセリングを導入した栄養教育技術を重視して実習する。 

 

臨床栄養学 

■ 臨床栄養学Ⅰ 

疾病時における人体の変化（病態生理）を理解して、それぞれの症状または原因に

対応した治療と食事療法の考え方を総論的に学ぶ。 

■ 臨床栄養学Ⅱ 

Ⅰで学んだ基礎知識に加えて、それぞれの症状または原因に対応した治療と食事療

法の考え方をより専門的に追究する。 

■ 臨床栄養学Ⅲ 

栄養状態の評価・判定、栄養補給、栄養教育、食品と医薬品の相互作用及び医療・

介護制度やチーム医療における管理栄養士の役割について学ぶ。 

■ 臨床栄養学実習 

具体的な症例を基に、特に身体計測による評価・判定方法や、ベッドサイドでの栄養

指導技術、チーム医療でのコミュニケーションを円滑に進める方法を学ぶ。 

■ 臨床栄養学演習 

栄養状態の評価判定、栄養ケアプランの作成、栄養補給法の選択、栄養指導などが

実際の場面で展開できる技術を修得する。 

 

公衆栄養学 

■ 公衆栄養学Ⅰ 

地域や職域などにおける保健、医療、福祉、介護システムの栄養関連サービスに関

するプログラムの作成、実施、評価を総合的にマネジメントする能力を養う。 

■ 公衆栄養学Ⅱ 

国、都道府県、市町村及び住民との相互関係を重視し、マネジメントシステムによる

公衆栄養活動の計画、実施、評価の方法などの理論と実践を学ぶ。 

■ 公衆栄養学実習 

地域の一般住民に対する栄養教育の場を想定して、栄養調査による食生活の実態

把握や栄養教育の企画及び教育方法などについての模擬実習を行う。 

 

給食経営管理論 

■ 給食経営管理論Ⅰ 

病院、学校、福祉施設、事業所など給食運営における栄養面や安全面、経済面全般

のマネジメントを行う基本的能力を養う。 



■ 給食経営管理論Ⅱ 

栄養・安全・経済面全般のマネジメント能力、マーケティングの原理や組織管理など

のマネジメントを総合的に理論づける給食経営管理の応用力を修得する。 

■ 給食経営管理実習Ⅰ 

給食経営管理実習は給食経営管理論Ⅰ及び給食経営管理論Ⅱで学んだ組織的な

給食運営のマネジメントの手法を学内の給食経営管理実習室で実践する。 

■ 給食経営管理実習Ⅱ 

給食運営や関連の資源を総合的に判断し、栄養・安全・経済面全般のマネジメントを

行う能力を養い、マーケティングや組織管理などの理論と実践を統合させる実習を行

う。 

 

総合演習 

■ 総合演習 

基礎栄養学、応用栄養学、栄養教育論、臨床栄養学、公衆栄養学、給食経営管理論

の専門分野の知識及び技術を統合し、横断した演習を行う。 

■ 給食経営管理実習事前事後 

給食経営管理臨地実習の準備対策として、きめ細かい指導を行う。また事後は学生

が相互に実習結果を発表し、理論と実践の結果をまとめる。 

 

臨地実習 

■ 給食経営管理臨地実習Ⅰ 

学校または事業所等の集団給食施設で実習を行い、特に学校給食施設においては

学校栄養職員の給食経営管理を含む職務内容を認識し、適切な栄養教育を行う能

力を修得する。 

■ 給食経営管理臨地実習Ⅱ 

事業所においては産業給食のあり方、福祉施設においては保健・医療・福祉・介護シ

ステムでの給食関連マネジメントなど管理栄養士の業務を体験する。 

■ 公衆栄養臨地実習 

保健所における日常業務に直接参加して実習・見学をすることにより、公衆衛生や公

衆栄養及びそれらに関連する法規の実践面などの理解を目的とする。 

■ 臨床栄養臨地実習 

病院の現場において、個々の疾病を持った患者に対して栄養評価・判定に基づく適

切なマネジメントを行うために必要な専門的知識及び技術を修得する。 

 

 

 



自由科目 

■ 卒業研究Ⅰ 

生化学、栄養学、給食経営管理、栄養教育論、調理学などの各専門科目から研究課

題を選び、深い学習と研究を行い、新しい発見あるいは知見を得る事を目的とする。 

■ 卒業研究Ⅱ 

各専門科目から研究課題を選択、あるいは自己（グループ）の学習により見出した疑

問点をより発展させ、新しい発見あるいは知見を得る事を目的とする。 

  



人間基礎科目群 

■ 人間と倫理 

政治・経済・科学から日常生活にわたるさまざまな事件、社会現象などを題材にして

倫理学の基本的知識と思考方法を身に付けることを目標とする。 

■ 人間の発達 

知覚、言語など人間の基本的機能における発達心理学の基礎的な知識について学

び、発達心理学の見地に立って思考する能力を獲得する。 

■ 日本国憲法 

日本国憲法の中でも、とりわけ人権の尊重と平和主義に焦点をあて、条文解釈を理

解すると共に、判例を通じて要点を理解するよう講義する。 

■ 地球環境問題 

地球温暖化などの「地球環境問題」や、廃棄物問題などの「地域環境問題」を考え、

自己の地球市民としての見識の高揚を図る。 

■ 生涯学習概論 

生涯学習の理論的・実践的問題についての基礎的･基本的な知識を修得することを

目的とし、教育改革や発達課題などについて理解する。 

■ 正しい日本語 

国語の語彙、文法的特徴及び音韻など日常生活のことば・死語・新語・流行語などか

ら正しい会話、若者らしいことば遣いを修得する。 

■ 近代日本文学 

小説・詩・短歌・俳句の文学ジャンルに分けて時代の文学思潮をあげ、伝統的日本人

の心のあり方や精神の流れなどを学ぶ。 

■ 基礎数学Ⅰ 

高等学校課程の復習と大学生として必要最低限の数学の知識と応用能力の修得を

目標として、方程式、三角関数などについて学ぶ。 

■ 基礎数学Ⅱ 

基礎数学Ⅰに引き続き、数列、ベクトルと行列について講義と演習を行い、データ分

析に必要な確率論、統計論についても学ぶ。 

■ 基礎物理学 

物理学の全分野を網羅的に講義するのではなく、ハイテク機器など我々の身の回り

の現象を例にとって、物理の基本的な概念を解説する。 

■ 基礎化学 

私たちの身の回りにあるものを化学物質として認識し、より深い理解ができるよう、身

近な日常現象と結びつけて親しみやすく学ぶ。 

■ 基礎生物学 

生物の基本単位である「細胞」について触れた後、代謝・免疫や細胞分裂・遺伝など



について講義し、老化など最新の話題についても触れる。 

 

人間生活科目群 

■ 情報リテラシーⅠ 

情報の表現・処理とインターネットの仕組みや情報モラルについて学ぶとともにWord・

Excelの基本的な技能を演習で身に付ける。 

■ 情報リテラシーⅡ 

新しい情報技術や情報セキュリティに関する知識を基礎に、Word・Excelに加え、

PowerPointによる資料作成の実践力を身に付ける。 

■ 教養演習Ⅰ 

建学の精神、大学生としての在り方について話し合うと共に、読解力やレポートの書

き方などの演習を通して、学生に求められる基礎的知識の修得をめざす。 

■ 教養演習Ⅱ 

管理栄養士の在るべき姿について話し合うと共に、管理栄養士による講演、管理栄

養士の職場見学を通して、管理栄養士として求められる役割を学ぶ。 

■ 英語Ⅰ 

読むことを基盤として、語彙、基本的な文法、構文把握を強化する。また、英語を使う

喜びを体験し、さらに食物栄養に関する英語も理解できるようにする。 

■ 英語Ⅱ 

英語Ⅰに引き続いて、読むことを基盤として、語彙、基本的な文法、構文把握を強化

する。また、英語を使う喜びを体験し、さらに食物栄養に関する英語も理解できるよう

にする。 

■ 体育理論 

運動の生理では、運動によるからだの生理的機能の変化を把握し、生命維持のため

に働く仕組みを理解する。 

■ 体育実技 

テニスなどを通じて運動技能の向上、身体諸器官の発育・発達、健康でかつ安全に

対する態度の形成など人間形成を図る。 

■ キャリアガイダンス 

本科目では、社会的・職業的自立に向け、学生生活での学習成果やこれまでの経験

を分析し、今後の自分にとって必要な資質や能力はなにかを考えるための導入教育

をおこなう。 

■ 社会との接続Ⅰ 

学生が将来への目的意識を明確に持てるよう、職業観を涵養（かんよう）し、職業に

関する知識・技能を身に付けさせ、自己の個性を理解した上で主体的に業務を遂行

できる能力・態度を育成する。 



■社会との接続Ⅱ 

学生が将来への目的意識を明確に持てるよう、職業観を涵養（かんよう）し、職業に

関する知識・技能を身に付けさせ、自己の個性を理解した上で主体的に業務を遂行

できる能力・態度を育成する。 

■クラブ活動の活性化 

クラブ活動に積極的に取り組むことにより、協調性、社会性及び自己管理能力など安

定した人間性を身に付ける。 

■ 生活経済学 

日常生活で目にするさまざまな価格に関する経済学的思考を養い、生活への応用可

能性を探ることに重点をおく。 

 

人間福祉科目群 

■ 少子高齢化と諸問題 

日本の高齢化は猛スピードで進んでおり、個人や行政など、社会の構成員全てが意

識を転換して、相応しい社会・経済システムの構築を急がなければならないことを学

習する。 

■ 児童福祉概論 

児童福祉の理念・歴史・実態そして国際的な児童福祉及び諸問題について学び、児

童と家族全員の福祉を達成することを目標とする。 

■ ボランティア理論 

ボランティアの諸原則と問題点を確認した上で、陥りやすい問題点を再認識し、問題

解決のためにできることを考えていく。 

■ ボランティア活動 

本講ではボランティア活動について認識を深めるために、まずボランティアの意味と

存在意義とを確認し、その上でボランティア活動の具体例を紹介していく。特に将来、

栄養士・管理栄養士として関わる可能性の高い食に関するボランティアについて、知

識を得るとともに、専門的知識を生かして自分がどのように社会に貢献できるか考え

ることができるようになることをめざす。 

■ 社会心理学 

社会心理学における基礎的な知見を紹介することにより、社会状況における人間の

行動を社会心理学的に分析・理解する。 

■ 臨床心理学 

心理学的なアセスメントや援助を行う臨床心理学では、こころの悩みや問題を理解す

る方法、それらの解決方法について学ぶ。 

 


